
 

 
２０２３年９月４日 
イ オ ン 株 式 会 社 

                           イオン琉球株式会社 
 

総合スーパー全店の衣料、日用品・暮らしの品売場で提供するレジ袋を 

１０/５より、紙製の有料レジ袋に切り替えます 
 

イオンは１０月５日（木）より順次、全国の総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」全店舗
（合計 ５２３店舗）の、衣料、日用品・暮らしの品売場で提供している有料プラスチック製
レジ袋を、紙製レジ袋に切り替えます※１。 

 
使い捨てプラスチックの使用をさらに削減するため、これまで以上にお客さまにマイバッグ

持参等のご協力を呼びかけ、レジ袋辞退率のさらなる向上を目指します。切り替え後に販売
する紙製レジ袋は、環境に配慮したＦＳＣ認証紙や植物性インキを使用します。 
本取り組みにより年間で約６,６００万枚※２のレジ袋（使い捨てプラスチック約４５０t 相当）

を削減できる見込みです。なお収益金※３が発生した場合は、これまでと同様に各地域の自治体等
に寄付し、環境保全活動にお役立ていただきます。 
 
イオンは１９９１年から「買物袋持参運動」に取り組んでおり、法令施行前の２０２０年４月に

全グループ会社のすべての売場でレジ袋の無料配布を終了しました。２０２２年度に辞退いただいた
レジ袋は約３３億枚※２で、使い捨てプラスチック約２万２,６００t に相当します。レジ袋の販売
により発生した収益金※３は、全国各地の自治体や団体に寄付し、地域での様々な環境保全活動に
役立てていただいております。 
 
イオンはこれからも、お客さまとともに、資源の無駄使いや使い捨てを見直し、脱炭素社会の実現

に向けて取組んでまいります。 

記 
 

＜衣料・暮らしの品売場レジでの紙製有料レジ袋への切り替え＞ 
 

開 始 日：２０２３年１０月５日（木）より順次 

実施店舗：全国の総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」全店舗（合計 ５２３店舗） 

 

 

 

 

 

 

 

 
※１：紙製レジ袋での対応が難しい大型商品などは、有料プラスチック製レジ袋で個別対応する場合もございます。 

プラスチック製レジ袋の在庫がなくなり次第、順次、切り替える店舗もございます。 
「イオン亀岡店」は「亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止に関する条例」の施行にあわせて､２０２１年１月１日 
から全館でプラスチック製レジ袋の提供を終了しています。 
イオンリテール株式会社では今年３月より、京都府、広島県の店舗にて先行実施しています。 

※２：削減できる使い捨てプラスチックの重量をレジ袋１枚当たり６.８ｇで割った概算です。 
※３：レジ袋の販売価格から原価を差し引いた金額です。 
※４：沖縄県内イオン６店舗（那覇・南風原・北谷・具志川・ライカム・名護） 
   なお、イオン琉球ではイオン南風原店にて今年３月より先行実施しています。 

以上 

 

社名 対象店舗数 

イオンリテール㈱ 総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」全３６０店舗 

イオン北海道㈱ 総合スーパー「イオン」全３９店舗 

イオン東北㈱ 総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」  全５１店舗 

イオン九州㈱ 総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」  全６７店舗 

イオン琉球㈱ 総合スーパー「イオン」「イオンスタイル」   全６店舗※4 

３Ｌ 

中・大・特大 小 Ｓ～ＬＬ 

Ｓ・Ｍ（３円）、Ｌ・ＬＬ・３Ｌ（５円） 
再生プラスチック・植物性インク使用 

小（1０円）、中・大・特大（２０円） 

ＦＳＣ認証紙・植物性インク使用 



 

 

ご 参 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寄付先団体名 活動内容 

 

北部広域市町村圏事務組合 

（北部１２市町村 名護市、国頭村、大宜味村、東

村、今帰仁村、本部町、恩納村、宜野座村、金武町、

伊江村、伊平屋村、伊是名村 

１２市町村公募による地域での環境保全活動（清掃活

動・ビーチクリーン・動物保護・環境教育・世界自然

遺産保全の仕組みの構築など） 

公立大学法人 名桜大学 

 

環境問題・ＳＤＧｓに関する共同研究や商品開発 

ＮＰＯ法人 やんばる・地域活性サポートセンター ヤンバルクイナなど希少生物の保護活動 

 

一般社団法人 

ＨＡＰＰＹ ＥＡＲＴＨ 

ＳＤＧｓ週間に伴い、ＨＡＰＰＹ ＥＡＲＴＨ ＦＥＳ

ＴＡ ２０２２ ＯＫＩＮＡＷＡでＳＤＧｓ普及促進

啓蒙活動 

 

２０２２年３月から順次、主要グループ店舗で

無料配布しているストロー・カトラリー類を､

プラスチック素材から紙や木などの環境配慮

型素材へ切り替えました。 

容器原材料として、お客さまが店舗の資源回収ボックスにお持ちに

なった使用済みペットボトルを１００％使用した「トップバリュ」

の飲料を販売しています 

レジ袋の販売により発生した収益金は、毎年、全国各地で地域での様々な環境保全活動に役立ていただいています。 

2022年 6月、沖縄地区では県内で環境活動をおこなう団体さまへ 2021年度分のレジ袋収益金約 640万円を寄付し、 

その活動に役立てていただいております。 

 


